
  
 
 

  
 
 

推しの実在感を拡張する風インタフェースの提案 
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概要：近年，「推し活」と呼ばれる活動が活発に行われている．これは，個人が贔屓にしているものを愛でたり応援し

たりする活動で，その対象は実在する人物に限らない．つまり一般的にそれらは自分のそばに存在しないため，キャ

ラクタを模したぬいぐるみなどを常に携帯することで，いつでもそばにいるような感覚が得られるようにしている．

本研究では，この推し活をさらに充実させるために,風の性質を利用することを考える．あたかも「推し」がそばに存

在するかのような感覚を向上させるために，推しの声と同時にユーザの耳に風を提示するシステムを提案する． 
 
 

1.  はじめに 

 風は，その時の環境や気分によって，爽快感や不快感

など異なる感情を自由に想起させる．古来の人は，風を神

（例えば「風神」など）や精霊として描写してきた[1]．こ

れは，風は触覚で知覚され，視覚では捉えられないことか

ら，風を自由に想像して捉えようとしてきたのだと考えら

れる．また現代に伝わる言葉にも，「風格」「威風堂々」「順

風満帆」「風穴を開ける」など「風」を使うものが多くある

[2]．視覚で捉えられないからこそ，どうにか捉えたいもの

を風で隠喩する表現が多数見られるのである．本研究では

このような風の性質を利用して，目に見えないものが実在

しているかのような感覚を起こすことを目指す． 

 近年，「推し活」と呼ばれる活動が活発に行われている

[3]．これは，個人が贔屓にしているものを愛でたり応援し

たりする活動で，その対象は実在する人物に限らない．つ

まりバーチャルなキャラクタも「推し」の対象になったり

するのである．実在するかしないかに関わらず一般的にそ

れらは自分のそばに存在しないため，キャラクタを模した

ぬいぐるみや「アクスタ（アクリル板で作ったスタンド型

のマスコット）」などを常に携帯することで，いつでもそば

にいるような感覚が得られるようにしている．このように，

推し活は自由な方法で楽しむことができる．推し活を通し

て，気持ちが前向きになる，やるべきことへの活力を持つ

ようになるという効果を得ることができる人もいる[2]．ま

た，SNS の普及やイベントが開催されることによって，今

後もさらに推し活をする人が増え，推し活の方法も多様化

し，人々へ大きな影響を与えることが予想されている[4]． 

 

2.  提案：推しの実在感を拡張する風インタ

フェース 

推し活をさらに充実させるために，本研究では先述した

風の性質を利用して，推しの声を聞くと同時にそれに応じ

た風をユーザの耳元に提示することで，推しの実在感を拡

張する「風インタフェース」を提案する．推し活が充実す
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る可能性を得ることができれば，風を利用することで，遠

く離れた人や二次元のキャラクタなどとの新しいインタラ

クティブなコミュニケーションへの応用も可能になる． 

3. 関連研究 

風を利用した触覚体験の研究は多数ある．触覚体験の研究

において，小木ら[5]は風が当たった時の感覚を「風覚」と

いい「触圧覚，温覚，冷覚が複合された広い意味での触覚

の一種」としている．この風覚を利用して，没入感や臨場

感が向上されるシステムが提案されている．例えば小坂ら

[6]は，風速計測装置によって風を測定し，計測した風と同

等の風をユーザの周囲全体に提示するドーム型の風覚シス

テムを提案し，没入感が高まることを確認している．澤田

らによる「BYU BYU View[7]」では，スクリーンを通してバ

ーチャル環境にいる相手と声や映像に加えて息遣いを伝達

した風を追加して新しいコミュニケーションツールを提案

している．また小島らによる「A Head Mounted Wind 

Display[8]」では，頭部搭載型の風ディスプレイによって

物体が飛び出してくる映像に対して頭を避けることで，風

が耳に提示されるシステムを提案している．しかし，いず

れも「推し」のようなそこに存在しない人物の実在感を拡

張できるかどうかについては検証されていない． 

 

4. 予備実験 

提案手法の実現可能性を検証するために予備実験を行っ

た．まず協力者2名（男子大学生）に一組のワイヤレスイ

ヤホンを片耳ずつ装着させた．そして，女性が英語でささ

やく動画素材[9]を使い，その音声を聴かせながら，その

女性が言葉を発するタイミングで，協力者のうち1名がも

う1名の片耳にストローで息を吹きかけた．その後，双方

に感想を聞いた．その結果，「風がある方が耳元で話をさ

れている実感がある」，「特に不快感は感じない」という

意見が得られた．本予備実験では協力者に推しがいなかっ

たため，推しの音声を用いなかったが，それでも上記のよ

うな風による効果が得られたことから，推しの声ではさら



  
 
 

  
 
 

に良い効果が期待できるのではないかと考えられる． 

 

5. プロトタイプ 

5.1 設計 
2 章で述べた，ユーザの耳に風を局所的に提示すること

で，人が近くに存在するかのような感覚体験を与えるシス

テムを実現するにあたり，プロトタイプを設計した．澤田

ら[7]による研究で，皮膚露出面積の広い顔面部位及び手に

対して風覚感知実験を行った結果耳が最も風に敏感であっ

たことから，本プロトタイプにおいてもユーザの耳元に風

を提示する． 

システム構成を図 1 に示す．ユーザの耳元で音声を流す

ために, 骨伝導イヤホン（audio technica ATH-CC500BT）

を装着し, ヘルメットを装着する.風をユーザの耳元に提

示するため，風提示装置をヘルメットに装着している．こ

の提示装置にはモーターとプロペラが搭載されている．モ

ーターを制御するために，モータードライバ，Arduino を

繋いでいる. この Arduinoにはサウンドセンサを接続 

し，推しの音声を検出するとモーターが動くよう設計し

た． 

 

図 1 システム構成図 

5.2 実装 
5.1 で述べた設計に従い，プロトタイプを実装した．ヘ

ルメット（ゼット 軟式野球 打球者ヘルメット BHL380）

に DC モーター（エルパ モーター280 D.C3.0V RE-280型 

HK-M280H）とプロペラ 2台を組み合わせた送風機をつけ，

ホースを通じて両耳に風が届くことを可能にしている（図

2）.モーターの制御はモータードライバ（L298N）とマイコ

ン（Arduino）を使用している．Arduinoに音を感知するサ

ウンドセンサ（KY-037）を接続し，音を検知し,設定した閾

値を超えた時に, モーターに電流が送られるようにするこ

とでモーターを回転させる．なお，サウンドセンサの閾値

については，事前にサウンドセンサと Arduinoを使って実

環境において計測した結果を用いることで，人が話してい

ない時はモーターが回転しないような値に設定し，人が話

した時の音声を感知した時にモーターに電流を流し，プロ

ペラが回転して風が耳元に届くようになっている． 

 

図 2 ヘルメット型風提示デバイス 

6. おわりに 

近年さかんに行われている「推し活」をさらに充実させ

るために，推しの実在感を拡張させることを目指して風の

性質を利用する「風インタフェース」を提案した．風イン

タフェースでは，ユーザの耳に風を局所的に提示すること

で，人が近くに存在するかのような感覚体験を与える．提

案システムの評価をするために，提案システムのプロトタ

イプを実装した．今後は本プロトタイプを用いることで，

推しがそばにいるように感じさせることが可能かどうかを

評価実験により検証する． 
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